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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、頭頸部癌に対する再建における遊離皮弁合併症について後ろ向きコホート研

究により、皮弁壊死および皮弁部離開という皮弁合併症発生の新たな危険因子を明らかに

したものである。既報告にある患者および頭頸部癌の要因を調整した上で、手術要因を解

析し、従来の虚血時間に代わる危険因子として血管吻合1本あたりの時間(血管吻合時間)

を提案した。その結果、血管吻合時間はいずれの合併症の発生に相関関係を認め、5分延

びる毎に合併症リスクは1.4〜2.3倍になり、さらに血管吻合時間は30分を超えると合併症

リスクは3.4〜8.3倍になることが明らかになった。再建外科医が血管吻合時間30分以下を

達成することで、皮弁合併症が減少することが明らかになった。本論文の内容は、再建外

科の分野で、血管吻合時間という皮弁合併症の新たな危険因子を見いだし、再建外科医が

目指す指標を明確にした点で明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


